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本製品について
このソフトウェアは、Device Set-Up のプラグインとして、対応装置
（複合機）の認証機能や宛先機能を、ネットワーク上のコンピューター
から編集／登録するのに使用する、管理用のツールです。

装置から認証リストや宛先リストを取り込み、編集した後、再び装置に
書き出すことができます。

XML, CSV, TAB, LDIF, Lotus Notes Structured Text 等のファイ
ル形式の宛先リストを取り込むことができます。

Active Directory 等のディレクトリサーバーに対して、LDAP プロト
コルを使って宛先の検索やブラウズを行い、宛先リストを取り込むこと
ができます。

登録商標および商標
Active Directory、Microsoft およびWindows は、米国Microsoft 
Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標で
す。

その他の製品名は、各社の商標または登録商標です。

�
ワンポイント
装置や設定および使用するコンピューターによって、本書に記載さ
れている画面の内容と異なる場合があります。あらかじめご了承く
ださい。

�
ご注意
本書の一部またはすべての内容を、無断で複製したり、他言語に翻
訳したり、引用したりすることは、固くお断りします。

本書の内容に関しては将来予告なしに変更することがありますので、
ご了承ください。

Copyright © 2008 KONICA MINOLTA, INC. All rights 
reserved.



はじめに 1
1 はじめに

1.1 動作環境
本ソフトウェアを使用するには、以下の仕様を満たすシステムが必要です。

最新の動作環境についてはReadme を参照してください。

�
ワンポイント
本ソフトウェアを使用するには、装置のパネル上から管理者設定 –
システム連携 – OpenAPI 設定を有効にする必要があります。

OS Windows Vista Enterprise（SP2 以降）*
Windows Vista Business（SP2 以降）*
Windows Vista Ultimate（SP2 以降）*
Windows 7 Enterprise（SP1 以降）*
Windows 7 Professional（SP1 以降）*
Windows 7 Ultimate（SP1 以降）*
Windows 8.1 Pro *
Windows 8.1 Enterprise *
Windows 10 Pro *
Windows 10 Enterprise *
Windows 10 Education *
* 32 ビット (x86)/64 ビット (x64) 環境に対応。

コンピューター 使用OSの推奨動作環境に準ずる

メモリー（RAM） 使用OSの推奨動作環境に準ずる

ハードディスク
ドライブの空き容量

600 MB以上

ディスプレイ 800 ×600 ピクセル、16ビットカラー以上

ネットワーク TCP/IP プロトコル

Web ブラウザー Microsoft Internet Explorer
各 OSがサポートする最新バージョン

ライブラリー Microsoft .NET Framework: 以下のバージョンが両方とも必要
です。
･ .NET Framework 3.5（SP1 以降）
･ .NET Framework 4.5 以降
* Windows 8.1、Windows 10 をお使いの場合は、以下の手順に
従って、.NET Framework 3.5 を別途インストールしてください。
1. ［コントロールパネル］を開き、［プログラム］ - ［プログラム
と機能］ - ［Windows の機能の有効化または無効化］をクリック
します。
2. 「.NET Framework 3.5（.NET 2.0 および 3.0 を含む）」に
チェックを付け、[OK] をクリックします。
3. OS の指示に従ってインストールを完了します。

対応装置 Readmeファイルを参照してください。
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はじめに 1
1.2 機能の概要
Data Administrator の機能概要は以下の通りです。

� 装置に登録された管理者情報、ネットワーク情報、認証情報および
宛先情報の取得、設定

� 装置に登録された管理者情報、ネットワーク情報、認証情報および
宛先情報のバックアップ

� 装置に登録された認証情報および宛先情報を別の装置へコピー
� ユーザー情報、部門情報および短縮情報の一括設定
� 機能単位でのアクセス制限を設定
� ファイルに保存されたデータ（XML形式、CSV形式、LDIF 形式）
のインポート

�
ワンポイント
複数装置の画面を開いた状態で、宛先等を別の装置にコピーして
ペーストできます。

以下の機能については、Device Set-Up ユーザーズガイドをごら
んください。
� 対応装置の検索 /登録
� ネットワーク初期設定
� 装置リストのインポート /エクスポート
� オートプロテクト機能
� 機能アクセス制限ファイルの設定
� グループの設定
� LDAPサーバーアクセス設定
� 表示オプションの設定

�
ご注意
Data Administrator で作業中の場合は、他の管理者が操作パネル
やWeb Connection で操作しないようにしてください。
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2 ソフトウェアのインストール

2.1 Data Administrator
Data Administrator を以下の方法でインストール /アンインストール
します。

インストールする

� Device Set-Upがインストールされていない場合、Device 
Set-Upのインストーラーが起動するので、先にDevice Set-
Up をインストールしてください。

1 Data Administrator フォルダーを開きます。

� Data Administrator をコピーした場所を確認してください。

2 Setup.exe をダブルクリックします。

インストールプログラムが起動します。

3 画面の指示にしたがってインストールを行います。

4 InstallShield Wizard の完了画面が表示されたら完了をクリックし
ます。
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アンインストールする

� Data Administrator がインストールされている状態で、Device 
Set-UpをアンインストールするとData Administrator が使用で
きなくなりますので、ご注意ください。その場合、Data Adminis-
trator のインストーラーで再インストールすれば、Device Set-
Up もインストールされます。

1 スタート ― コントロール パネルをクリックし、コントロール パネ
ルを開きます。

2 プログラムと機能をダブルクリックします。

3 現在インストールされているプログラム欄からData Admin V4 を
選択し、アンインストールをクリックします。

4 ファイル削除の確認画面が表示されたら、OKをクリックします。

アンインストールが開始されます。

5 メンテナンスの完了画面が表示されたら、完了をクリックします。
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3 Data Administrator の使いかた

3.1 起動方法
Data Administrator を以下の操作で起動します。

起動する

� スタートメニューからData Admin V4 を選択します。
メイン画面が起動します。

�
ワンポイント
初めて起動したときはアプリケーション保護の設定画面が表示され
ます。アプリケーションの保護の設定については、Device Set-Up
ユーザーズガイドをごらんください。

メイン画面の詳細については、Device Set-Up ユーザーズガイド
をごらんください。
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3.2 終了方法
Data Administrator を以下の操作で終了します。

終了する

� ファイルメニューから終了を選択します。

3.3 装置の登録
Data Administrator を使用するには、ネットワーク上の対応装置を検
索して登録する必要があります。

対応装置の検索 /登録方法として、以下の方法があります。

� ネットワーク上の装置を検索する方法
� IP アドレスを指定して検索する方法
� 機能アクセス制限ファイルから登録する方法
� ローカルファイルを登録する方法

�
ワンポイント
対応装置の検索 /登録方法については、Device Set-Up ユーザー
ズガイドをごらんください。
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3.4 管理者設定
Data Administrator に登録した装置の管理者用設定を設定します。

管理者設定

1 Data Administrator を起動してメイン画面を表示します。

� メイン画面の表示については、p. 3-1 をごらんください。

2 装置一覧で情報を読み込む装置を選択し、機能選択フィールドから
［管理者設定］をクリックします。

3 読込む機能と読込み先を指定して［読込み］をクリックします。

� 管理者設定：管理者設定を装置から読み込む場合にチェックし
ます。
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� 読込み先：装置に接続して最新の情報を読込む場合は装置から
取得を選択し、前回アクセスした際の情報をローカルファイル
から読込む場合は前回の内容を選択します。

�
ワンポイント
SSL通信の設定によって以下の画面が表示されます。操作を続ける
にはいずれも［はい］をクリックします。

4 管理者パスワード画面が表示された場合は、装置の管理者パスワー
ドを入力して［OK］をクリックします。

� ［保存する］にチェックを入れると、次回以降にパスワードを入
力する必要がなくなります。

SSL 通信が設定されていない場合 SSL 通信が設定されている場合
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5 画面左側の機能選択から設定したい項目を選択して、設定内容を変
更して［装置に書込み］をクリックします。

� 装置の各種設定について、詳しくはヘルプをごらんください。

6 ［書込み］をクリックします。

7 ［OK］をクリックします。

管理者設定が書き込まれます。
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3.5 1 台装置の設定
Data Administrator に登録した装置の短縮アドレスなどを設定しま
す。設定項目や設定手順は、装置によって異なります。ここでは
Generic 45C-1 を例に説明します。別の装置での設定項目や設定手順
はヘルプをご参照ください。

�
ワンポイント
設定項目や設定手順は、装置によって異なります。詳しくはヘルプ
をご参照ください。

装置から情報を読込む 

1 Data Administrator を起動してメイン画面を表示します。

� メイン画面の表示については、p. 3-1 をごらんください。

2 装置一覧で情報を読み込む装置を選択し、機能選択フィールドから
［認証設定 /宛先設定］または［管理者設定］をクリックします。
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3 装置情報の読込み方法を設定し、［読込み］をクリックします。

� 管理者設定：管理者設定を装置から読み込む場合にチェックし
ます。

� 認証設定：認証設定を装置から読込む場合にチェックします。
� 宛先設定：宛先設定を装置から読込む場合にチェックします。
� 読込み先：装置に接続して最新の情報を読込む場合は装置から
取得を選択し、前回アクセスした際の情報をローカルファイル
から読込む場合は前回の内容を選択します。

�
ワンポイント
SSL通信の設定によって以下の画面が表示されます。操作を続ける
にはいずれも［はい］をクリックします。

SSL 通信が設定されていない場合 SSL 通信が設定されている場合
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4 管理者パスワード画面が表示された場合は、装置の管理者パスワー
ドを入力して［OK］をクリックします。

� ［保存する］にチェックを入れると、次回以降にパスワードを入
力する必要がなくなります。

5 機能選択フィールドから設定項目を選択します。

� 装置の各種設定について、詳しくはヘルプをごらんください。
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�
ワンポイント
SNMPのReadコミュニティー名が変更されている場合にSNMP 
Readコミュニティー名入力画面が表示されます。Readコミュニ
ティー名を入力し、OKをクリックします。

SNMP Read コミュニティー名が表示された場合

Readコミュニティー名：SNMPのReadコミュニティー名を入力し
ます。
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CSVファイルから短縮情報を読込む

機種によっては全ての宛先区分のインポートに対応していない場合があ
ります。機種間の宛先データの移行に本機能を使用する場合、BINファ
イル（［認証と宛先データのバックアップ］メニューで保存したファイ
ル）をインポートすることで全ての宛先区分（ただしボックスは除く）
をインポートすることが可能です。

1 Data Administrator を起動してメイン画面を表示します。

� メイン画面の表示については、p. 3-1 をごらんください。

2 装置一覧で情報を読み込む装置を選択し、機能選択フィールドから
［認証設定 /宛先設定］をクリックします。

3 装置情報の読込み方法を設定し、［読込み］をクリックします。

� 装置情報の読込みの操作の詳細は、p. 3-6 をごらんください。
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4 機能一覧から短縮宛先を選択します。

5 ファイルメニューからインポート―データを個別にファイルから読
込むを選択します。
ファイルを開く画面が表示されます。

6 読込むファイルを選択し、開くをクリックします。
ファイルからの読込みウィザード画面が表示されます。

7 開始位置を設定し、次へをクリックします。

� 読込み開始位置：呼出し元画面の先頭行から取込みを開始する
場合は先頭から読込みを選択し、呼出し元画面の選択行から取
込みを開始する場合は選択行から読込みを選択します。

� 宛先区分：宛先区分を選択します。選択可能な項目は、装置の
機種、オプションによって異なります。
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8 読込み方法を設定し、次へをクリックします。

� ヘッダー行を設定する：指定したヘッダー行以下からデータを
取得する場合にチェックします。

� 行目：ヘッダー行を指定します。
� タブ：読込むデータが TABコードで区切られている場合に
チェックします。

� カンマ：読込むデータがカンマで区切られている場合にチェッ
クします。

� セミコロン：読込むデータがセミコロンで区切られている場合
にチェックします。

� スペース：読込むデータがスペースで区切られている場合に
チェックします。

� その他：読込むデータがその他の区切り文字で区切られている
場合にチェックします。

� （1文字以内）：その他にチェックした場合に、区切り文字にする
文字を指定します。

� 文字列の引用符：文字列の引用符を選択します。
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9 読込むデータの各列に項目名を設定し、次へをクリックします。

� 設定：読込みフィールド一覧の項目を読込みフィールドの割当
に設定します。

� 解除：読込みフィールドの割当に設定された読込みフィールド
一覧の項目を解除します。

10読込むデータを設定し、読込みをクリックします。

� 選択：装置に読込むデータを選択します。読込むデータをリス
トから選択し、選択をクリックします。

� 解除：選択されたデータを解除します。選択解除したいデータ
をリストから選択し、解除をクリックします。
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11宛先区分でFTPまたはSMBを選択している場合は、FTP設定を指定
して、［OK］をクリックします。

� PASVモード：
PASVモードを使用する場合はチェックを入れます。

� プロキシを使用する：
プロキシを使用する場合はチェックを入れます。
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LDAPサーバーから短縮情報を読込む

1 Data Administrator を起動してメイン画面を表示します。

� メイン画面の表示については、p. 3-1 をごらんください。

2 装置一覧で情報を読み込む装置を選択し、機能選択フィールドから
［認証設定 /宛先設定］をクリックします。

3 装置情報の読込み方法を設定し、［読込み］をクリックします。

� 装置情報の読込みの操作の詳細は、p. 3-6 をごらんください。
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4 機能一覧から宛先設定 - 短縮宛先を選択します。

5 ファイルメニューからインポート―LDAPから読込むを選択します。
LDAPディレクトリの検索ウィザード画面が表示されます。

6 開始位置を設定し、次へをクリックします。

� 読込み開始位置：呼出し元画面の先頭行から取込みを開始する
場合は先頭から読込みを選択し、呼出し元画面の選択行から取
込みを開始する場合は選択行から読込みを選択します。

� 宛先区分：宛先区分を選択します。選択可能な項目は、装置の
機種、オプションによって異なります。
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7 検索条件を設定し、検索をクリックします。

� ディレクトリ名称：検索する LDAPサーバーを選択します。
� LDAP設定：LDAPサーバーを設定します。詳しくはDevice 
Set-Upユーザーズガイドをごらんください。

� 条件設定：検索条件を項目、条件、検索語で設定します。
� 検索：LDAPサーバーを条件設定で設定した検索条件で検索し
ます。

8 検索結果を確認し、次へをクリックします。
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9 読込むデータを設定し、取込みをクリックします。

� 選択：装置に読込むデータを選択します。読込むデータをリス
トから選択し、選択をクリックします。

� 解除：選択されたデータを解除します。選択解除したいデータ
をリストから選択し、解除をクリックします。

10取り込まれたデータを選択して［装置に書込み］をクリックします。

短縮情報が装置に書き込まれます。
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旧装置から短縮情報を読込む

1 Data Administrator を起動してメイン画面を表示します。

� メイン画面の表示については、p. 3-1 をごらんください。

2 装置一覧で情報を読み込む装置を選択し、機能選択フィールドから
［認証設定 /宛先設定］をクリックします。

3 装置情報の読込み方法を設定し、［読込み］をクリックします。

� 装置情報の読込みの操作の詳細は、p. 3-6 をごらんください。
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4 管理者パスワード入力画面が表示された場合、装置の管理者パス
ワードを入力して［OK］をクリックします。

5 SSL証明書の確認メッセージが表示された場合は、［はい］をク
リックします。

6 機能一覧から短縮宛先を選択します。

7 ファイルメニューからインポート―旧装置から読込むを選択します。
装置から読込み画面が表示されます。
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8 短縮情報を読込む装置を設定し、データ取得をクリックします。

� 装置の選択：自動検索された装置一覧から装置を選択する場合
は自動検索された装置一覧から選択を選択し、直接装置の IPア
ドレスまたはホスト名を指定し装置を選択する場合は装置のア
ドレスを直接入力を選択します。

� 更新：設定された検索範囲で装置を再検索します。
� 検索範囲設定：装置の検索範囲を設定します。詳しくはp. 3-24
をごらんください。

� 装置選択：装置の機種を選択します。
� 装置のアドレス：装置の IPアドレスまたはホスト名を入力しま
す。

� 対応機種についてはヘルプを参照してください。
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9 装置の管理者パスワードを入力し、OKをクリックします。

� 装置によっては、ユーザー IDの入力が必要です。

10読込み条件を設定し、次へをクリックします。

� 読込み開始位置：呼出し元画面の先頭行から取込みを開始する
場合は先頭から読込みを選択し、呼出し元画面の選択行から取
込みを開始する場合は選択行から読込みを選択します。
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11読込むデータを選択し、［選択］をクリックします。

� 選択：装置に読込むデータを選択します。読込むデータをリス
トから選択し、選択をクリックします。

� 解除：選択されたデータを解除します。選択解除したいデータ
をリストから選択し、解除をクリックします。

12読込みをクリックします。

13読み込まれた情報を選択して［装置に書込み］をクリックします。

14［書込み］をクリックします。

15［OK］をクリックします。

読み込んだ短縮情報が装置に書き込まれます。
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検索範囲を設定する

1 p. 3-21の手順8の装置から読込み画面で検索範囲設定をクリックし
ます。
装置検索設定画面が表示されます。

2 検索範囲を設定し追加をクリックします。

� SNMPコミュニティー名：SNMPコミュニティー名を入力しま
す。

� 検索開始 IP：検索範囲の開始 IPアドレスを入力します。
� 検索終了 IP：検索範囲の終了 IPアドレスを入力します。
� 追加：検索範囲を追加します。
� 削除：検索範囲を削除します。削除する検索範囲をリストから
選択し、削除をクリックします。

3 OKをクリックします。
Data Administrator 3-24



Data Administrator の使いかた 3
3.6 設定の一括コピー
コピー元の装置の認証設定と宛先設定を他の複数装置に一括でコピーし
ます。一括コピーのウィザード画面の指示にしたがって設定を行ってく
ださい。

�
ワンポイント
装置やファームウェアのバージョンによって、本機能が使用できな
いことがあります。

装置から装置に設定をコピーする

1 Data Administrator を起動してメイン画面を表示します。

� メイン画面の表示については、p. 3-1 をごらんください。

2 ［一括設定］タブをクリックし、［認証と宛先の一括コピー］を選択
します。
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3 コピーする機能を選択し、次へをクリックします。

� 認証：認証設定をコピーする場合にチェックします。コピー先
のユーザーカウンター・部門カウンターはクリアされます。

� 宛先：宛先設定をコピーする場合にチェックします。プログラ
ムのコピーは同一機種・同一バージョンの場合にコピーできま
す。また、コピー元装置とコピー先装置で、オプション構成、
仕向けが異なる場合、読込み設定と通信設定はオフで登録され
ます。

� 参照グループ：コピー元装置の参照許可グループをコピーする
場合にチェックします。コピー先の参照許可グループはクリア
されます。

4 コピー元の装置を選択し、次へをクリックします。
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� 選択：コピー元となる装置を選択します。コピー元の装置をリ
ストから選択し、選択をクリックします。
ローカルファイルもコピー元の装置として選択可能です。

� パスワード変更：登録装置の管理者パスワードを変更します。

5 コピー先の装置を選択し、次へをクリックします。

� 認証機能のコピーを行う場合、コピー先装置の認証設定がオフ
の装置しか選択できません。また、ローカルファイルで登録さ
れた装置を、コピー先として選択することはできません。

� 選択：コピーする装置を選択します。コピー先の装置をリスト
から選択し、選択をクリックします。

� 解除：選択された装置を解除します。選択解除したい装置をリ
ストから選択し、解除をクリックします。

� パスワード変更：登録装置の管理者パスワードを変更します。
� 「次へ」で書込み処理開始：コピー内容を確認せずに、装置へ書
き込みたい場合にチェックします。この項目にチェックをつけ
て次へをクリックすると、装置への書き込みを開始します。こ
の場合、設定してある装置の管理者パスワードが間違っている
と、その装置への書き込みは中止されます。

� 生体認証や ICカード情報については、コピー元とコピー先の認
証装置が一致している場合のみコピーされます。ローカルファ
イルからもこれらの生体・カード情報もコピーされます。
Data Administrator 3-27



Data Administrator の使いかた 3

6 コピー内容を確認し、開始をクリックします。

� 宛先設定をコピーする場合、コピー先装置の宛先情報がクリア
され、上書きされますのでご注意ください。

� コピー先装置を選択してください。画面で、「次へ」で書込み処
理開始にチェックをつけていた場合、この画面は表示されませ
ん。

7 コピー先装置一覧の処理結果に正常終了と表示されたら、完了をク
リックします。

� 装置と IPV6で通信する場合、通常より書き込み時間が遅くなる
場合があります。

� ログ表示：一括コピー機能のログファイルを表示します。
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3.7 短縮宛先の一括メンテナンス
装置に登録されている短縮宛先を一括でメンテナンスできます。

�
ワンポイント
装置やファームウェアのバージョンによって、本機能が使用できな
いことがあります。

短縮宛先一括メンテナンス

1 Data Administrator を起動してメイン画面を表示します。

� メイン画面の表示については、p. 3-1 をごらんください。

2 ［一括設定］タブをクリックし、［短縮宛先一括メンテナンス］を選
択します。
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3 短縮宛先をメンテナンスする装置をリストから選択して、［選択］を
クリックします。

� 装置の管理者パスワードを変更する場合は、［パスワード変更］
をクリックしてパスワードを変更します。

4 ［次へ］をクリックします。

5 ［次へ］をクリックします。
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6 ［次へ］をクリックします。

� 短縮情報を更新または削除する場合は［選択］をクリックしま
す。

� キーワード検索する場合は［検索］をクリックします。
� 装置の情報を確認するには［登録装置確認］をクリックします。

7 ［追加］をクリックします。

� 短縮情報を編集する場合は［編集］をクリックします。
� 短縮情報を削除する場合は［削除］をクリックします。
� 短縮情報を複製する場合は［複製を追加］をクリックします。
� 短縮情報をファイルから読み込む場合は［ファイルから読み込
み］をクリックしてファイルを指定します。
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8 宛先区分を指定して［OK］をクリックします。

9 短縮名称、検索文字、宛先を設定して［OK］をクリックします。
Data Administrator 3-32



Data Administrator の使いかた 3

10［次へ］をクリックします。

11［開始］をクリックします。
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12［完了］をクリックします。

� ログの詳細を確認するには［詳細ログ表示］をクリックします。
短縮宛先が装置に書き込まれます。
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3.8 ユーザーの一括メンテナンス
装置に登録されているユーザーを一括でメンテナンスできます。

�
ワンポイント
装置やファームウェアのバージョンによって、本機能が使用できな
いことがあります。

ユーザーの一括メンテナンス

1 Data Administrator を起動してメイン画面を表示します。

� メイン画面の表示については、p. 3-1 をごらんください。

2 ［一括設定］タブをクリックし、［ユーザーの一括メンテナンス］を
選択します。
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3 ユーザー情報をメンテナンスする装置をリストから選択して、［選
択］をクリックします。

� 装置の管理者パスワードを変更する場合は、［パスワード変更］
をクリックしてパスワードを変更します。

4 ［次へ］をクリックします。

5 ［次へ］をクリックします。
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6 ［次へ］をクリックします。

� ユーザー情報を更新または削除する場合は［選択］をクリック
します。

� キーワード検索する場合は［検索］をクリックします。
� 装置の情報を確認するには［登録装置確認］をクリックします。

7 ［追加］をクリックします。

� ユーザー情報を編集する場合は［編集］をクリックします。
� ユーザー情報を削除する場合は［削除］をクリックします。
� ユーザー情報を複製する場合は［複製を追加］をクリックしま
す。

� ユーザー情報をファイルから読み込む場合は［ファイルから読
み込み］をクリックしてファイルを指定します。
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8 ユーザーテンプレートを指定して［OK］をクリックします。

9 ユーザー名、パスワード、E-Mail アドレス、機能制限、カウンター
の上限値を設定して［OK］をクリックします。
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10［次へ］をクリックします。

11［開始］をクリックします。
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12［完了］をクリックします。

� ログの詳細を確認するには［詳細ログ表示］をクリックします。
ユーザー情報が装置に書き込まれます。
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3.9 部門の一括メンテナンス
装置に登録されている部門を一括でメンテナンスできます。

�
ワンポイント
装置やファームウェアのバージョンによって、本機能が使用できな
いことがあります。

部門の一括メンテナンス

1 Data Administrator を起動してメイン画面を表示します。

� メイン画面の表示については、p. 3-1 をごらんください。

2 ［一括設定］タブをクリックし、［部門の一括メンテナンス］を選択
します。
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3 部門管理方式を選択し、［次へ］をクリックします。

4 部門の情報をメンテナンスする装置をリストから選択して、［選択］
をクリックします。

� 装置の管理者パスワードを変更する場合は、［パスワード変更］
をクリックしてパスワードを変更します。

5 ［次へ］をクリックします。
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6 ［次へ］をクリックします。

7 ［次へ］をクリックします。

� 部門情報を更新または削除する場合は［選択］をクリックしま
す。

� キーワード検索する場合は［検索］をクリックします。
� 装置の情報を確認するには［登録装置確認］をクリックします。
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8 ［追加］をクリックします。

� 部門情報を編集する場合は［編集］をクリックします。
� 部門情報を削除する場合は［削除］をクリックします。
� 部門情報を複製する場合は［複製を追加］をクリックします。
� 部門情報をファイルから読み込む場合は［ファイルから読み込
み］をクリックしてファイルを指定します。

9 部門テンプレートを指定して［OK］をクリックします。
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10部門名、パスワード、許可機能、カウンター上限値を設定して
［OK］をクリックします。

11［次へ］をクリックします。
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12［開始］をクリックします。

13［完了］をクリックします。

� ログの詳細を確認するには［詳細ログ表示］をクリックします。
部門情報が装置に書き込まれます。
Data Administrator 3-46



Data Administrator の使いかた 3
3.10 日時の変更
Data Administrator に登録した装置の日時を変更します。

�
ワンポイント
装置によって対応していない場合があります。

装置の日時を変更する

1 Data Administrator を起動してメイン画面を表示します。

� メイン画面の表示については、p. 3-1 をごらんください。

2 ［一括設定］タブをクリックし、［日時の一括設定］をクリックしま
す。
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3 日時を設定する装置を選択して［選択］をクリックします。

� 複数の装置が選択可能です。
� 装置の管理者パスワードを変更する場合は、［パスワード変更］
をクリックしてパスワードを変更します。

4 ［次へ］をクリックします。

5 ［設定］をクリックします。

� リスト内の状態欄に「失敗」と表示されている場合は、
［再取得］をクリックして、装置の時刻情報を再取得します。
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6 日時の設定をして［設定変更］をクリックします。

� 時刻を設定する
装置の時刻設定を変更するときに選択します。
PC日時に設定：Data Administrator を操作しているコン
ピューターの日時に合わせる場合に選択します。
NTPサーバー設定：NTPサーバーと同期させる場合に選択しま
す。NTPサーバーアドレスとポート番号を入力します。
手動設定：日時を手動で設定する場合に選択します。
年月日：年月日を選択します。
時間：時、分を入力します。
タイムゾーンを設定する：タイムゾーンを設定するときに
チェックします。GMT( グリニッジ標準時 )との差を選択しま
す。

� サマータイムを設定する
装置のサマータイム設定を変更するときに選択します。
有効：サマータイムを使用するときに選択し、分単位で時間を
入力します。
無効：サマータイムを使用しないときに選択します。

7 ［完了］をクリックします。

日時が設定されます。
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3.11 外部証明書の一括設定
Data Administrator に登録した装置の外部証明書を、一括で設定でき
ます。

�
ワンポイント
装置やファームウェアのバージョンによって、本機能が使用できな
いことがあります。

外部証明書の一括設定

1 Data Administrator を起動してメイン画面を表示します。

� メイン画面の表示については、p. 3-1 をごらんください。

2 ［一括設定］タブをクリックし、［外部証明書の一括設定］をクリッ
クします。
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3 外部証明書を設定する装置をリストから選択して、［選択］をクリッ
クします。

� 複数の装置が選択可能です。
� 選択した装置を解除する場合は、[解除 ] をクリックします。
� 装置の管理者パスワードを変更する場合は、[パスワード変更 ]を
クリックしてパスワードを変更します。

4 管理者パスワード画面が表示された場合は、装置の管理者パスワー
ドを入力して [OK] をクリックします。

5 ［次へ］をクリックします。

6 ［追加］をクリックします。
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7 外部証明書の種類を選択し、[OK] をクリックします。

8 外部証明書ファイルを指定し、[開く ] をクリックします。

外部証明書の内容が表示されます。

9 外部証明書の内容を確認し、［OK］をクリックします。
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10追加した外部証明書がリストに表示されます。[次へ ] をクリックし
ます。

� 選択した外部証明書の内容を表示する場合は、[詳細 ]をクリック
します。

� 選択した外部証明書を削除する場合は、[削除 ] をクリックしま
す。

11 [ 開始 ] をクリックします。

外部証明書の書き込みが開始します。
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12 [ 完了 ] をクリックします。

� ログの詳細を確認する場合は、[詳細ログ表示 ]をクリックしま
す。
Data Administrator 3-54



Data Administrator の使いかた 3
3.12 ボックスの自動作成
ユーザーの追加時に自動的にボックスを作成するかを設定します。この
設定は1台装置設定や一括コピーなどに有効です。

ボックス自動作成を設定する 

1 Data Administrator を起動してメイン画面を表示します。

� メイン画面の表示については、p. 3-1 をごらんください。

2 ツールメニューから［オプション］ - ［認証 / 宛先設定オプション］
を選択します。

3 ボックス自動生成オプションを選択し、OKをクリックします。

� ユーザー追加時に自動作成する：ユーザー追加時にボックスを
自動作成する場合にチェックします。数百人など多くのユー
ザーを追加する場合、本機能を有効にすると装置への書込み時
間がかかります。多くのユーザーを追加する時は、本機能を自
動作成しないに設定することを推奨します。

ボックス設定が設定されます。

�
ワンポイント
ボックスは下記の設定で自動作成されます。

- パスワード：未設定
- 検索キー：etc
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3.13 一括処理オプション
一括処理機能を使用時に、装置の監査ログが一杯に近いときの処理方法
を指定します。また、2種の ICカードに対応している装置に書き込む
場合に、どのタイプの ICカードを優先して書き込むかを選択します。

一括処理オプションを設定する 

1 Data Administrator を起動してメイン画面を表示します。

� メイン画面の表示については、p. 3-1 をごらんください。

2 ツールメニューから［オプション］ - ［認証 / 宛先設定オプション］
を選択します。

3 一括処理オプションを選択し、OKをクリックします。

� 処理を中止する：
装置の監査ログが一杯に近いときは処理を中止します。

� 処理を続ける：
装置の監査ログが一杯に近くても処理を続けます。

� FeliCa/FCF/SSFC/FeliCa（プライベートカード）：
FeliCa/FCF/SSFC/FeliCa（プライベートカード）を優先しま
す。

� TypeA：
TypeAを優先します。

一括処理オプションが設定されます。
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3.14 認証モードのテンプレート設定
装置の認証モードを設定する際のテンプレートを作成します。テンプ
レートは最大100件まで登録でき、5つのSystemテンプレートが最
初から用意されています。

認証モードテンプレートを作成する

1 Data Administrator を起動してメイン画面を表示します。

� メイン画面の表示については、p. 3-1 をごらんください。

2 ツールメニューから［オプション］ - ［認証 / 宛先設定オプション］
を選択します。

3 設定の対象から［認証モードテンプレート］を選択します。

4 追加をクリックします。
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5 認証モードを設定し、OKをクリックします。

� 認証モード：認証モードをユーザー認証のみ、ユーザー認証と
部門管理、部門管理のみから選択します。

� 部門管理：認証モードで部門管理のみを選択した場合に、部門
管理を部門名とパスワードで認証、パスワードのみで認証から
選択します。

6 テンプレートを設定し、OKをクリックします。

� テンプレート名：作成するテンプレート名を入力します。
� 設定：認証モードを設定します。設定項目の詳細情報は「認証
モードテンプレートの設定項目」（p. 4-1）をご参照ください。

テンプレートが作成されます。
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認証モードテンプレートを編集する

1 Data Administrator を起動してメイン画面を表示します。

� メイン画面の表示については、p. 3-1 をごらんください。

2 ツールメニューから［オプション］ - ［認証 / 宛先設定オプション］
を選択します。

3 設定の対象から［認証モードテンプレート］を選択します。

4 リストから編集したいテンプレートを選択して編集をクリックしま
す。

5 テンプレートを設定し、OKをクリックします。
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� 設定方法は「認証モードテンプレートを作成する」（p. 3-57）
をご参照ください。

テンプレートが編集されます。

�
ワンポイント
5 つの Systemテンプレート名は変更できません。
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認証モードテンプレートを削除する

1 Data Administrator を起動してメイン画面を表示します。

� メイン画面の表示については、p. 3-1 をごらんください。

2 ツールメニューから［オプション］ - ［認証 / 宛先設定オプション］
を選択します。

3 設定の対象から［認証モードテンプレート］を選択します。

4 リストから削除したいテンプレートを選択して削除をクリックしま
す。

5 はいをクリックします。

認証モードテンプレートが削除されます。

�
ワンポイント
5 つの Systemテンプレートは削除できません。
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3.15 ユーザーのテンプレート設定
ユーザーを設定する際のテンプレートを作成します。テンプレートは最
大100件まで登録でき、1つのSystemテンプレートが最初から用意
されています。

ユーザーテンプレートを作成する

1 Data Administrator を起動してメイン画面を表示します。

� メイン画面の表示については、p. 3-1 をごらんください。

2 ツールメニューから［オプション］ - ［認証 / 宛先設定オプション］
を選択します。

3 設定の対象から［ユーザーテンプレート］を選択します。

4 追加をクリックします。
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5 テンプレートを設定し、OKをクリックします。

� テンプレート名：作成するテンプレート名を入力します。
� 機能制限：各機能制限に対して、許可するものにチェックしま
す。

� トータル：ユーザーのプリント枚数に上限を設定する場合に
チェックします。ここを選択した場合はカラー、ブラックの
チェックが外れます。

� カラー：ユーザーのカラープリント枚数に上限を設定する場合
にチェックします。ここを選択した場合はトータルのチェック
が外れます。

� ブラック：ユーザーの白黒プリント枚数に上限を設定する場合
にチェックします。ここを選択した場合はトータルのチェック
が外れます。

� 上限値：各カウンターの上限値を入力します。
テンプレートが作成されます。

�
ワンポイント
装置により上限値の最大値の範囲が異なります。

装置情報読込み画面でテンプレートを選択し、追加時にエラーとな
る場合があります。その場合は、上限値を装置の最大値以内に設定
してください。
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ユーザーテンプレートを編集する

1 Data Administrator を起動してメイン画面を表示します。

� メイン画面の表示については、p. 3-1 をごらんください。

2 ツールメニューから［オプション］ - ［認証 / 宛先設定オプション］
を選択します。

3 設定の対象から［ユーザーテンプレート］を選択します。

4 リストから編集したいテンプレートを選択して編集をクリックしま
す。
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5 テンプレートを設定し、OKをクリックします。

� 設定方法は「ユーザーテンプレートを作成する」（p. 3-62）を
ご参照ください。

テンプレートが編集されます。
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ユーザーテンプレートを削除する

1 Data Administrator を起動してメイン画面を表示します。

� メイン画面の表示については、p. 3-1 をごらんください。

2 ツールメニューから［オプション］ - ［認証 / 宛先設定オプション］
を選択します。

3 設定の対象から［ユーザーテンプレート］を選択します。

4 リストから削除したいテンプレートを選択して削除をクリックしま
す。

5 はいをクリックします。

ユーザーテンプレートが削除されます。

�
ワンポイント
Systemテンプレートは削除できません。
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デフォルトのユーザーテンプレートを設定する

1 Data Administrator を起動してメイン画面を表示します。

� メイン画面の表示については、p. 3-1 をごらんください。

2 ツールメニューから［オプション］ - ［認証 / 宛先設定オプション］
を選択します。

3 設定の対象から［ユーザーテンプレート］を選択します。

4 デフォルトにするテンプレートをリストから選択し、既定に設定を
クリックします。

デフォルトテンプレートが設定されます。

�
ワンポイント
デフォルトテンプレートには［＊］が表示されます。

ユーザー追加時に既定のテンプレートを自動的に適用するをチェッ
クすると、ユーザー作成時にデフォルトのユーザーテンプレートが
適用されテンプレートを選択する画面は表示されません。
Data Administrator 3-67



Data Administrator の使いかた 3
3.16 部門のテンプレート設定
部門を設定する際のテンプレートを作成します。テンプレートは最大
100件まで登録できます。

部門テンプレートを作成する

1 Data Administrator を起動してメイン画面を表示します。

� メイン画面の表示については、p. 3-1 をごらんください。

2 ツールメニューから［オプション］ - ［認証 / 宛先設定オプション］
を選択します。

3 設定の対象から［部門テンプレート］を選択します。

4 追加をクリックします。
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5 テンプレートを設定し、OKをクリックします。

� テンプレート名：作成するテンプレート名を入力します。
� 機能制限：各機能制限に対して、許可するものにチェックしま
す。

� トータル：部門のプリント枚数に上限を設定する場合にチェッ
クします。ここを選択した場合はカラー、ブラックのチェック
が外れます。

� カラー：部門のカラープリント枚数に上限を設定する場合に
チェックします。ここを選択した場合はトータルのチェックが
外れます。

� ブラック：部門の白黒プリント枚数に上限を設定する場合に
チェックします。ここを選択した場合はトータルのチェックが
外れます。

� 上限値：各カウンターの上限値を入力します。
テンプレートが作成されます。

�
ワンポイント
装置により上限値の最大値の範囲が異なります。

装置情報読込み画面でテンプレートを選択し、追加時にエラーとな
る場合があります。その場合は、上限値を装置の最大値以内に設定
してください。
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部門テンプレートを編集する

1 Data Administrator を起動してメイン画面を表示します。

� メイン画面の表示については、p. 3-1 をごらんください。

2 ツールメニューから［オプション］ - ［認証 / 宛先設定オプション］
を選択します。

3 設定の対象から［部門テンプレート］を選択します。

4 リストから編集したいテンプレートを選択して編集をクリックしま
す。
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5 テンプレートを設定し、OKをクリックします。

� 設定方法は「部門テンプレートを作成する」（p. 3-68）をご参
照ください。

テンプレートが編集されます。
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部門テンプレートを削除する

1 Data Administrator を起動してメイン画面を表示します。

� メイン画面の表示については、p. 3-1 をごらんください。

2 ツールメニューから［オプション］ - ［認証 / 宛先設定オプション］
を選択します。

3 設定の対象から［部門テンプレート］を選択します。

4 リストから削除したいテンプレートを選択して削除をクリックしま
す。

5 はいをクリックします。

部門テンプレートが削除されます。
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デフォルトの部門テンプレートを設定する

1 Data Administrator を起動してメイン画面を表示します。

� メイン画面の表示については、p. 3-1 をごらんください。

2 ツールメニューから［オプション］ - ［認証 / 宛先設定オプション］
を選択します。

3 設定の対象から［部門テンプレート］を選択します。

デフォルトにするテンプレートをリストから選択し、既定に設定を
クリックします。

デフォルトテンプレートが設定されます。

�
ワンポイント
デフォルトテンプレートには［＊］が表示されます。

部門追加時に既定のテンプレートを自動的に適用するをチェックす
ると、部門作成時にデフォルトの部門テンプレートが適用されテン
プレートを選択する画面は表示されません。
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3.17 ウィークリータイマーのテンプレート設定
装置のウィークリータイマーを設定する際のテンプレートを作成しま
す。ウィークリータイマーテンプレートは管理者設定の電源管理―
ウィークリータイマーで使用することができます。また、テンプレート
は最大100件まで登録できます。

ウィークリータイマーテンプレートを作成する

1 Data Administrator を起動してメイン画面を表示します。

� メイン画面の表示については、p. 3-1 をごらんください。

2 ツールメニューから［オプション］ - ［管理者設定オプション］を選
択します。

3 設定の対象から［ウィークリータイマーテンプレート］を選択しま
す。

4 追加をクリックします。
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5 テンプレートを設定し、OKをクリックします。

� テンプレート名：作成するテンプレート名を入力します。
� 設定：ウィークリータイマーを設定します。設定項目の詳細情
報は「ウィークリータイマーテンプレート設定項目」（p. 4-4）
をご参照ください。

テンプレートが作成されます。
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ウィークリータイマーテンプレートを編集する

1 Data Administrator を起動してメイン画面を表示します。

� メイン画面の表示については、p. 3-1 をごらんください。

2 ツールメニューから［オプション］ - ［管理者設定オプション］を選
択します。

3 設定の対象から［ウィークリータイマーテンプレート］を選択しま
す。

4 リストから編集したいテンプレートを選択して編集をクリックしま
す。

5 テンプレートを設定し、OKをクリックします。
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� 設定方法は「ウィークリータイマーテンプレートを作成する」
（p. 3-74）をご参照ください。

テンプレートが編集されます。

ウィークリータイマーテンプレートを削除する

1 Data Administrator を起動してメイン画面を表示します。

� メイン画面の表示については、p. 3-1 をごらんください。

2 ツールメニューから［オプション］ - ［管理者設定オプション］を選
択します。

3 設定の対象から［ウィークリータイマーテンプレート］を選択しま
す。

4 リストから削除したいテンプレートを選択して削除をクリックしま
す。

5 はいをクリックします。

ウィークリータイマーテンプレートが削除されます。
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3.18 IP フィルタリングのテンプレート設定
装置の IPフィルタリングを設定する際のテンプレートを作成します。
IP フィルタリングテンプレートは管理者設定のネットワーク設定
―TCP-IP 設定―IPフィルタリング設定で使用することができます。
テンプレートは最大100件まで登録できます。

IP フィルタリングテンプレートを作成する

1 Data Administrator を起動してメイン画面を表示します。

� メイン画面の表示については、p. 3-1 をごらんください。

2 ツールメニューから［オプション］ - ［管理者設定オプション］を選
択します。

3 設定の対象から［IPフィルタリングテンプレート］を選択します。

4 追加をクリックします。
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5 テンプレートを設定し、OKをクリックします。

� テンプレート名：作成するテンプレート名を入力します。
� IP アドレス許可設定を有効にする：
IPアドレスフィルタリングの許可設定を有効にする場合に
チェックします。

� 編集：
IPアドレスの許可範囲を設定します。
IPアドレス範囲編集画面が表示され、開始と終了の IPアドレス
を入力し［OK］をクリックします。

� 消去： 
IP アドレスの許可範囲を削除します。IPアドレスの許可範囲を
リストから選択し、消去をクリックします。

� IP アドレス拒否設定を有効にする：
IPアドレスフィルタリングの拒否設定を有効にする場合に
チェックします。

� 編集：
IPアドレスの拒否範囲を設定します。
IPアドレス範囲編集画面が表示され、開始と終了の IPアドレス
を入力し［OK］をクリックします。

� 消去： 
IP アドレスの拒否範囲を削除します。IPアドレスの拒否範囲を
リストから選択し、消去をクリックします。

テンプレートが作成されます。
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IP フィルタリングテンプレートを編集する

1 Data Administrator を起動してメイン画面を表示します。

� メイン画面の表示については、p. 3-1 をごらんください。

2 ツールメニューから［オプション］ - ［管理者設定オプション］を選
択します。

3 設定の対象から［IPフィルタリングテンプレート］を選択します。

4 リストから編集したいテンプレートを選択して編集をクリックしま
す。

5 テンプレートを設定し、OKをクリックします。
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� 設定方法は「IPフィルタリングテンプレートを作成する」
（p. 3-78）をご参照ください。

テンプレートが編集されます。

IP フィルタリングテンプレートを削除する

1 Data Administrator を起動してメイン画面を表示します。

� メイン画面の表示については、p. 3-1 をごらんください。

2 ツールメニューから［オプション］ - ［管理者設定オプション］を選
択します。

3 設定の対象から［IPフィルタリングテンプレート］を選択します。

4 リストから削除したいテンプレートを選択して削除をクリックしま
す。

5 はいをクリックします。

IPフィルタリングテンプレートが削除されます。
Data Administrator 3-81



Data Administrator の使いかた 3
3.19 宛先と認証データのバックアップ /リストア
装置から読み込んだ宛先と認証データは、バックアップファイルとして
書き出しておいて、リストアすることができます。

宛先と認証データのバックアップ

1 Data Administrator を起動してメイン画面を表示します。

� メイン画面の表示については、p. 3-1 をごらんください。

2 装置一覧で情報を読み込む装置を選択し、機能選択フィールドから
［認証設定 /宛先設定］をクリックします。

3 装置情報の読込み方法を設定し、［読込み］をクリックします。
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�
ワンポイント
SSL通信の設定によって以下の画面が表示されます。操作を続ける
にはいずれも［はい］をクリックします。

4 管理者パスワード画面が表示された場合は、装置の管理者パスワー
ドを入力して［OK］をクリックします。

� ［保存する］にチェックを入れると、次回以降にパスワードを入
力する必要がなくなります。

SSL 通信が設定されていない場合 SSL 通信が設定されている場合
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5 ［ファイル］メニューから［宛先と認証データのバックアップ］を選
択します。

6 バックアップファイルの保存先を指定して［保存］をクリックしま
す。

7 バックアップファイルの暗号化パスワードを入力し、［OK］をク
リックします。

8 バックアップファイルが書き出されたのを確認して［OK］をク
リックします。

バックアップファイルが書き出されます。
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宛先データのリストア

1 Data Administrator を起動してメイン画面を表示します。

� メイン画面の表示については、p. 3-1 をごらんください。

2 装置一覧で情報を読み込む装置を選択し、機能選択フィールドから
［認証設定 /宛先設定］をクリックします。

3 装置情報の読込み方法を設定し、［読込み］をクリックします。
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�
ワンポイント
SSL通信の設定によって以下の画面が表示されます。操作を続ける
にはいずれも［はい］をクリックします。

4 管理者パスワード画面が表示された場合は、装置の管理者パスワー
ドを入力して［OK］をクリックします。

� ［保存する］にチェックを入れると、次回以降にパスワードを入
力する必要がなくなります。

SSL 通信が設定されていない場合 SSL 通信が設定されている場合
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5 機能選択フィールドから［宛先設定］を選択し、［ファイル］メ
ニューから［宛先データのリストア］を選択します。

6 リストアするバックアップファイルを指定して［開く］をクリック
します。

7 バックアップファイルの暗号化パスワードを入力し、［OK］をク
リックします。

宛先データがリストアされます。
Data Administrator 3-87



Data Administrator の使いかた 3

認証データのリストア

1 Data Administrator を起動してメイン画面を表示します。

� メイン画面の表示については、p. 3-1 をごらんください。

2 装置一覧で情報を読み込む装置を選択し、機能選択フィールドから
［認証設定 /宛先設定］をクリックします。

3 装置情報の読込み方法を設定し、［読込み］をクリックします。
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�
ワンポイント
SSL通信の設定によって以下の画面が表示されます。操作を続ける
にはいずれも［はい］をクリックします。

4 管理者パスワード画面が表示された場合は、装置の管理者パスワー
ドを入力して［OK］をクリックします。

� ［保存する］にチェックを入れると、次回以降にパスワードを入
力する必要がなくなります。

SSL 通信が設定されていない場合 SSL 通信が設定されている場合
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5 機能選択フィールドから［認証設定］を選択し、［ファイル］メ
ニューから［認証設定のリストア］を選択します。

6 リストアするバックアップファイルを指定して［開く］をクリック
します。

7 バックアップファイルの暗号化パスワードを入力し、［OK］をク
リックします。
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8 認証設定リストアの設定を行い［次へ］をクリックします。

� バックアップ時の値に戻す：
部門、ユーザーカウンターも復元する場合はチェックします。

� ゼロに戻す：
部門、ユーザーカウンターを０にする場合はチェックします。

� 参照許可グループ - リストアする：
管理者設定の参照許可グループもリストアします。

� 参照許可グループ - リストアしない：
参照許可グループをリストアしません。

9 ［開始］をクリックします。
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10［完了］をクリックします。

認証データがリストアされます。
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4 付録

4.1 認証モードテンプレートの設定項目

設定項目名 内容

カウンター上限値到達設定 カウンター上限値に到達した場合に、該当ジョブのみ停
止、他のジョブは通常処理する時は追い越しを選択しま
す。

カウンター上限値に到達した場合に、到達以降のジョブは
全て停止する時は停止を選択します。

ユーザー数割当 ユーザー数と部門数の割当を 1-999 の間で割り当てます。

ユーザーと部門の連動 ユーザーと部門を連動させる場合は連動するを選択しま
す。

ユーザーと部門を連動させない場合は連動しないを選択し
ます。

非認証ユーザーまたは部門の
印字

非認証ユーザーまたは部門に印字を許可する場合は許可す
るを選択します。

非認証ユーザーまたは部門に印字を許可しない場合は許可
しないを選択します。

ユーザーの一覧をパネルに表
示

ユーザーの一覧を装置のパネルに表示する場合は、表示す
るを選択します。

ユーザーの一覧を装置のパネルに表示しない場合は、表示
しないを選択します。

パブリックユーザー パブリックユーザーを許可する場合は、許可するを選択し
ます。

パブリックユーザーを許可しない場合は、許可しないを選
択します。

パブリックユーザーのコピー
許可

パブリックユーザーにコピー操作を許可する場合は、許可
するを選択します。

パブリックユーザーにコピー操作を許可しない場合は、許
可しないを選択します。

パブリックユーザーのスキャ
ン許可

パブリックユーザーにスキャン操作を許可する場合は、許
可するを選択します。

パブリックユーザーにスキャン操作を許可しない場合は、
許可しないを選択します。

パブリックユーザーのファク
ス許可

パブリックユーザーにファクス操作を許可する場合は、許
可するを選択します。

パブリックユーザーにファクス操作を許可しない場合は、
許可しないを選択します。

パブリックユーザーのボック
ス操作許可

パブリックユーザーにボックス操作を許可する場合は、許
可するを選択します。

パブリックユーザーにボックス操作を許可しない場合は、
許可しないを選択します。
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パブリックユーザーの印字許
可

パブリックユーザーにプリンタ印字を許可する場合は、許
可するを選択します。

パブリックユーザーにプリンタ印字を許可しない場合は、
許可しないを選択します。

パブリックユーザーの送信機
能印字許可

パブリックユーザーに送信機能印字を許可する場合は、許
可するを選択します。

パブリックユーザーにプリンタ送信を許可しない場合は、
許可しないを選択します。

パブリックユーザーのカラー
印字許可

パブリックユーザーにカラープリンタ印字を許可する場合
は、許可するを選択します。

パブリックユーザーにカラープリンタ印字を許可しない場
合は、許可しないを選択します。

パブリックユーザーのモノク
ロ印字許可

パブリックユーザーにブラックプリンタ印字を許可する場
合は、許可するを選択します。

パブリックユーザーにブラックプリンタ印字を許可しない
場合は、許可しないを選択します。

パブリックユーザーのカラー
送信許可

パブリックユーザーにカラー画像の送信を許可する場合
は、許可するを選択します。

パブリックユーザーにカラー画像の送信を許可しない場合
は、許可しないを選択します。

認証方式 装置内部で認証する場合は、装置を選択します。

外部サーバーで認証する場合は、サーバーを選択します。

外部サーバータイプ設定 SMBサーバーで認証する場合は、SMBを選択します。

NDSサーバーで認証する場合は、NDSを選択します。

Active Directory サーバーで認証する場合は、Active 
Directory を選択します。

ドメイン名
（ActiveDirectory）

外部サーバータイプで「ActiveDirectory」を選択した
場合は、ActiveDirectory ドメイン名を入力します。

ドメイン名（SMB） 外部サーバータイプで「SMB」を選択した場合は、SMB
ドメイン名を入力します。

NDSツリー名 外部サーバータイプで「NDS」を選択した場合は、NDS
ツリー名を入力します。

NDSコンテキスト名 外部サーバータイプで「NDS」を選択した場合は、NDS
コンテキスト名を入力します。

外部ユーザーのコピー許可 外部サーバーで認証されたユーザーにコピー操作を許可す
る場合は、許可するを選択します。

外部サーバーで認証されたユーザーにコピー操作を許可し
ない場合は、許可しないを選択します。

外部ユーザーのスキャン許可 外部サーバーで認証されたユーザーにスキャン操作を許可
する場合は、許可するを選択します。

外部サーバーで認証されたユーザーにスキャン操作を許可
しない場合は、許可しないを選択します。

設定項目名 内容
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外部ユーザーのファクス許可 外部サーバーで認証されたユーザーにファクス操作を許可
する場合は、許可するを選択します。

外部サーバーで認証されたユーザーにファクス操作を許可
しない場合は、許可しないを選択します。

外部ユーザーのボックス操作
許可

外部サーバーで認証されたユーザーにボックス操作を許可
する場合は、許可するを選択します。

外部サーバーで認証されたユーザーにボックス操作を許可
しない場合は、許可しないを選択します。

外部ユーザーの印字許可 外部サーバーで認証されたユーザーに印字を許可する場合
は、許可するを選択します。

外部サーバーで認証されたユーザーに印字を許可しない場
合は、許可しないを選択します。

外部ユーザーの送信機能印字
許可

外部サーバーで認証されたユーザーに送信機能印字を許可
する場合は、許可するを選択します。

外部サーバーで認証されたユーザーに送信機能印字を許可
しない場合は、許可しないを選択します。

設定項目名 内容
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4.2 ウィークリータイマーテンプレート設定項目

4.3 こんなメッセージが表示されたら

設定項目名 内容

月曜日～日曜日 曜日ごとにタイマー設定します。
･ 使用時刻を制限する：この曜日にタイマー設定する場
合にチェックします。

･ 使用開始時刻：00：00から 23：59でセットします。
･ 使用終了時刻：00：00から 23：59でセットします。

昼休みオフ機能設定 指定した時刻、装置の電源をオフにするか設定します。
･ 昼休みOFFする：指定した時刻、装置の電源をオフす
る場合にチェックします。

･ 昼OFF 時刻：00：00から 23：59でセットします。
･ 再起動時刻：00：00から 23：59でセットします。

時間外使用パスワード設定 ウィークリータイマーでの電源オフ中、装置を使用可能に
する場合に設定します。
･ 時間外使用する：ウィークリータイマーでの電源オフ
中、装置を使用可能にする場合にチェックします。

･ パスワード：パスワードを 8文字以内で入力する。

メッセージ エラー内容

IP Address 範囲設定エ
ラー。

IP アドレスの範囲が間違っています。検索終了 IP アドレ
スの値を変更してください。

重複するデータが存在しま
す。

同じデータが既に登録されています。同じデータは登録で
きません。

LDAP通信エラー LDAPサーバー設定で LDAPサーバーの設定情報が正し
いか確認してください。

XXXXX 更新エラー 装置の XXXXX 情報の更新に失敗しました。装置の状態が
Ready になっているか確認し、再度行ってください。

XXXXX 削除エラー 装置の XXXXX 情報の削除に失敗しました。装置の状態が
Ready になっているか確認し、再度行ってください。

XXXXX 書き込みエラー 装置へのXXXXX 情報の書き込みに失敗しました。装置の
状態がReady になっているか確認し、再度行ってくださ
い。

XXXXX 取得失敗 装置の XXXXX 情報の取得に失敗しました。装置の状態が
Ready になっているか確認し、再度行ってください。

データ未存在 装置からの読込機能でデータの読み込みを行った場合、読
み込み元の装置に何もデータが存在しない時に表示されま
す。

パスワードが一致していませ
ん。

パスワードの入力と、パスワードの確認入力が一致してい
ません。再度両者の入力を行ってください。

ファイルフォーマットエラー 読み込むことのできないファイルが選択されました。本ア
プリケーションではサポートできないファイル形式です。

ファイル形式が正しくありま
せん。

ファイルの内容が正しくありません。該当機種のバック
アップデータであるか、別の箇所で保存されたデータでな
いかなどを確認してください。
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ログインエラー 装置にログインすることができませんでした。パスワード
（またはユーザー名）を再度確認し、ログインを行ってく
ださい。

検索データ未存在 該当データが存在しません。再度ファイルを選びなおして
ください（または LDAPの検索条件を変更してくださ
い）。

選択ファイル対象外エラー。 選択されたファイルは対象外のファイルです。再度ファイ
ルの選択を行ってください。

通信エラー 装置との通信エラーです。ネットワークケーブルが接続さ
れているか、装置の電源が入っているかご確認ください。

読込みに失敗しました 装置からのデータの読み込みに失敗しました。装置との接
続を確認し、再度読み込みを行ってください。

入力エラー 入力できない文字が使われています。入力可能な文字を入
力してください。

入力範囲エラー 入力可能範囲を超えています。入力可能な数を入力してく
ださい。

未入力エラー 必須の入力項目に未入力の箇所があります。必須の箇所に
は必ず入力を行ってください。

多重起動はできません 本ソフトウェアは、同一PC上に 2つ同時に起動するこ
とができません。

装置ロックエラー：
下記の場合、装置に書込みが
できません。下記、条件に当
てはまる状態がないか確認の
上、装置に書込みを行ってく
ださい。
＊装置にジョブが残った状態
＊装置に管理者でログインし
ている状態
＊装置がジョブ中の状態

左記条件に当てはまる場合、条件を取り除いてから、書込
みをおこなってください。（例えば、装置にジョブがた
まっている状態の場合、ジョブを削除するか、もしくは全
てのジョブが完了するのを待って、書込みを行ってくださ
い。）

ボックス所有者変更処理エ
ラー

装置のボックスの所有者変更処理に失敗しました。再度設
定を行ってください。

更新されているデータが存在
するため、認証モード変更
ウィザードを起動できませ
ん。更新データを装置に書込
み後、再度実行してくださ
い。

認証モード変更、およびカウンター領域変更機能は、装置
の設定とアプリケーション上の設定が異なる場合は、機能
を実行できません。（更新）（追加）状態にあるデータを書
き込む、もしくは装置情報を再読込みしてから、実行して
ください。

ログイン時から装置の情報が
変わっている

Data Administrator 上での編集中に装置側で設定が変更
されました。この状態では装置への書き込みができません
ので、再度装置から読み込みを行って編集してください。

非SSL 通信になっています。
続行しますか？（SSLでの
通信を有効にするには、 Web 
Connection で SSL の証明
書を作成し、“OpenAPI”設
定のSSL設定を有効にして
ください。）

非SSL通信で通信を行うと暗号化されない状態でネット
ワーク上にデータが流れることになります。Web 
Connection で装置の SSL 設定を有効にしてから、設定
を行うことをお勧めします。

必須入力エラー 必須の入力項目に未入力の箇所があります。必須の箇所に
は必ず入力を行ってください。

メッセージ エラー内容
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文字長オーバーエラー 入力文字長が制限を越えています。制限内の文字数を入力
してください。

禁則文字エラー 使用不可能な文字種が使われています。規定の文字を入力
してください。

数値未指定エラー 必ず数値で入力してください。

数値入力範囲エラー 範囲内の数値を入力してください。

対象が選択されていません。 リストから対象の装置を選択してください。

装置の IP アドレスが重複し
ています

リスト内に同じ装置が既に存在します。同じ装置をリスト
内に表示することはできません。

タイムアウトエラーです タイムアウトエラーです。ネットワークの接続確認や、装
置の電源が入っているか確認してください。

SNMPの Readコミュニ
ティー名が変更されている可
能性があります。正しいコ
ミュニティー名を入力して下
さい。

装置のSNMPコミュニティー名が変更されている場合に
表示されます。装置の正しいSNMPコミュニティー名を
入力してください。

必要なDLLのロードができ
ないため起動できません。

インストールが正常にされているか確認ください。また、
設定を行う装置に対応したプラグインが正常にインストー
ルされているかご確認ください。

外部アプリが見つかりませ
ん。

HDD Backup Utility などの外部ツールを起動する場合
に、その該当する外部ツールがインストールされている必
要があります。該当する外部ツールのインストールを行っ
てください。

IP アドレス変更に失敗しま
した。

再度行う、もしくは装置のオペレーションパネルで設定を
行ってください。

機種が異なります。 「IP アドレスから登録」で装置登録で装置を登録する場合
は、機種のモデルを間違えないように設定してください。
この場合、一旦、この装置を装置登録から削除して、再
度、装置登録を行ってください。

不明なエラー 不明なエラーが発生しました。一旦アプリケーションを終
了し、再度設定を行ってください。

パスワード規約の設定がON
になっていますので、8文字
以上のパスワードを設定して
ください。また、同一文字の
みのパスワードには設定出来
ません。

装置の管理者設定でパスワード規約設定がONの場合は、
8文字未満のパスワード、同一文字のみのパスワードには
設定できません。それらのパスワードを設定したい場合
は、パスワード規約設定をOFFに変更してください。

装置情報を開いているとき
は、一括メンテナンス処理は
できません。

装置情報画面を閉じてから、再度行ってください。

装置一覧に対象装置が登録さ
れていないので一括処理を起
動できません。

リストに対象の装置を登録してください。また、対象の装
置が本機能に対応しているか確認してください。

メッセージ エラー内容
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